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第
26
回
ふ
な
が
た
若
鮎
ま
つ

り
が
９
月
９
・
10
日
の
２
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
約
１
８
，

０
０
０
人
の
観
客
で
賑
わ
い
ま

し
た
。 

　
初
日
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
町

芸
術
文
化
協
会
の
発
表
会
、
吉

川
わ
こ
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
村
山
農

業
高
校
の
徳
内
ば
や
し
は
、
熱

く
、
激
し
い
踊
り
を
披
露
し
、

大
き
な
拍
手
を
集
め
ま
し
た
。 

　
２
日
目
は
、
今
年
で
４
回
目

と
な
る
ワ
ッ
シ
ョ
イ
パ
レ
ー
ド

や
ミ
ス
若
鮎
コ
ン
テ
ス
ト
、
猿

羽
根
太
鼓
保
存
会
の
演
奏
な
ど

が
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
金
沢
明
子
歌
謡
シ
ョ

ー
で
は
、
観
客
の
中
に
入
っ
て

の
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
も
あ
り
、

我
先
に
と
握
手
を
求
め
る
手
が

伸
び
て
い
ま
し
た
。 

　
な
お
今
年
は
、
初
め
て
の
企

画
で
あ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
実
施
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
の
協
力
に
よ
る
、
リ
サ
イ

ク
ル
コ
ー
ナ
ー
で
の
ゴ
ミ
の
分

別
の
徹
底
な
ど
の
取
り
組
み
も

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
高
校
生
や
芸
術
文
化
協
会
、
防
犯

協
会
な
ど
か
ら
延
べ
35
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、

祭
り
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
祭
り
の
翌
朝
に
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
方
、
約
30
名

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ゴ
ミ
拾
い
や
分

別
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

【
ア
ユ
ボ
ラ
】 

　
大
場
　
　
幸
　
　
大
場
　
　
歩 

　
小
野
　
　
学
　
　
叶
内
　
隆
裕 

　
栗
田
　
吉
幸
　
　
斉
藤
　
ト
ミ
　

　
大
内
健
太
郎
　
　
大
内
　
里
美
　

　
東
海
林
か
お
り
　
東
海
林
俊
紀
　

　
水
野
　
　
幸
　
　
水
野
あ
ず
さ
　

　
渡
邊
　
浩
平 

 

【
防
犯
協
会
】 

　
伊
藤
　
　
宏
　
　
佐
藤
　
　
勉 

　
佐
藤
　
寛
司
　
　
原
田
　
久
雄 

 

【
交
通
安
全
協
会
】 

　
井
上
　
　
明
　
　
桜
井
　
　
貢 

　
阿
部
　
　
広 

 

【
舟
形
町
観
光
協
会
】 

　
伊
藤
　
俊
作 

 

【
山
崎
小
関
係
者
】 

　
秋
山
　
朋
子
　
　
安
藤
　
真
紀 

　
塚
島
　
敬
太
　
　
塚
田
加
代
子 

　
塚
田
　
祐
子 

　
　
ご
協
力
あ
り
が
と
う 

　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ふながた若鮎まつり ふながた若鮎まつり 

祭
り
を
支
え
た 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ 

第26回 
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　人間が生きることの基本は食にあります。その食が近年乱れて

きており、生活習慣病などの病気が若年化したり、食文化が崩壊

したりと様々な影響が生じてきています。 

　そんな中、『食育』という言葉が生まれました。食育とは単に安

全安心な食品の見分け方を教える教育ではなく、命や文化、飢餓

など広範囲にわたる教育を指しています。 

　明治時代には「小児には徳育よりも、知育よりも、体育よりも、

食育がさき。体育、徳育の根元も食育にある」という言葉があり

ました。いったい食育とは何なのか一緒に考えていきましょう。 

コンビニエンスストアやインスタント食品の増加

　　により、調理しなくても手軽でおいしい食事を

とることができるようになりました。その結果、食

と農とが結びつかなくなっている子どもが増えてい

るようです。手伝いなどを通して体験できた農業も、

農家離れや核家族化などにより体験する機会が少な

くなってしまいました。 

　また、消費者と生産者がはっきりと分かれ、食が

多くの動植物の命を犠牲にした上に成り立っている

ことも、ないがしろにされているようです。農業と

は命を育て、命の糧を生み出す産業であり、命の存

在を抜きにして食だけを語ることはできません。そ

のため、農作業体験や料理教室などが盛んに行われ、

「食と農のつながり」「命と命のつながり」を題材

にした教育が盛んに行われているのです。 

 

食と農の分離と命の問題 

残業や塾、女性の社会進出などの家庭事情により、

　　家族みんなで食事をする機会が少なくなってい

ます。家族一緒に食事をとることの意義は①食事を

しながらの会話、②朝食をしっかりとることや偏食

などの食習慣の改善、③家庭のしつけの場、の３点

が挙げられます。それが今、３つの「コショク」によ

り崩壊しつつあるのです。３つの「コショク」とは 

　　個食「家族と一緒であってもそれぞれ別のものを、

　　　　又はそれぞれの時間帯で食べること」 

　　孤食「一人で食事をする、特に子どものみで食

　　　　事をすること」 

　　固食「同じものばかりを食べること」 

の３つです。この問題は家庭での食の教育力が低下

していることを物語っており、食事の管理能力や人

間力の低下を招くものと問題視されています。家庭

の食育こそが今、急務となっているのです。 

低下する家庭の食育力 

食文化の伝承 

日本の食糧自給率は40％程度であり、世界最大の食糧輸

　　入国であるにもかかわらず、食品廃棄率は約３％にも

及び、食べ残しや生ゴミの増加が問題になっています。 

　その一方で世界では多くの命が飢餓により失われていま

す。世界の約８割は食糧不足にあえいでおり、日々飢えと

闘いながら必死に生きている事実があります。 

　こういった事実を考える「きっかけ」を与えることも、

食育の目的の一つなのです。 

食品廃棄と世界の食糧問題 

　農を知ることは安全安心な農産物を見分ける力を育てるのと同時に、命とふれあうことにもつながります。

毎日何気なく食べている食品にも命があり、そして自分にも命があることを忘れて欲しくはありません。そ

のことを食卓での会話の中で子どもたちに教えていただきたいと思います。 

まとめ 

食事は自らの命を維持するために不可欠であり、健

　　康は様々な種類の食材を食べることで形成されます。

「○○病に××が効く」などとよく耳にしますが、そ

ればかりにかたよることなく多種の食品を食べること

が重要なのです。 

　しかし、前述の「コショク」の問題の拡大により、

いつでもどこでも好きなものだけを食べることが可能

となり、食習慣が乱れ、糖尿病や心臓病などの生活習

慣病が低年齢化しています。これによって問題視され

ているのが医療費の増加です。一般的に医療費の多く

は税金から負担されており、間接的に私たちの負担と

なっていることを知っておく必要があるでしょう。 

偏食と生活習慣病 

インスタント食品や調理済み惣菜などの増加により、

　　家庭での調理が減少し、地域の伝統的な食文化が

薄れつつあります。「そこで生産されるものは、そこ

に住む人に一番合っている」と言われるように、伝統

的な食文化には理由があるのです。 

　舟形町のような農村では旬の野菜などが比較的手に

入りやすい状況にあります。「地域で消費するものは、

できる限り地域で生産する」という地産地消に根ざし

た食文化も絶やしてはいけない一つの財産なのです。 

　町内でも今まさに、伝承野菜や食文化が消えつつあ

ります。学校や地域、そして家庭で伝え続けて欲しい

ものです。 

 

どうなる農業!!
どうする農業!!
シリーズ最終章　「食と農」 

き　が 

かて 

き　 が 

は い き  

へんしょく 

そうざい 

でんしょう 

しょくいく 

しょうに とくいく ちいく 

こんげん 
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わ だ い ②  わ だ い ⑤  

◆氏　名‥豊岡　清香 さん 

◆生年月日‥Ｓ60．12．28 

◆現在の職業は‥ホテルの飲食部 

◆将来の夢は‥愛加ちゃんと長者原 

　を引っ張っていく 

◆趣味は‥妄想 

◆今何がしたい‥USJに行きた～い 

◆休日は‥家の手伝い。料理が得意!? 

◆結婚について‥婿に来てくれる人 

　大募集!! 

◆町のいいところは‥地域愛が強い 

◆町に望むことは‥今のまま変わら 

　ないでいて欲しい。 

えこさん祭 

わ だ い ①  

猿羽根山奉納相撲大会 ま
ち
の
わ
だ
い
 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

まちのわだい  まちのわだい  

camera
  angle

camera
  angle

写真：菅原富喜氏 提供 写真：菅原富喜氏 提供 

　人気番組「新どっちの料理ショー」で舟形産 
の超スーパージャンボマッシュルームが取り上 
げられました。ハヤシライスの特選素材として 
登場し見事勝利を収めました。 

　
第
12
回
舟
形
若
あ
ゆ
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会 

が
若
あ
ゆ
温
泉
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
９
月
３
日（
日
） 

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
延
べ
62
名
が
友
人
や
家 

族
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
、 

気
持
ち
の
い
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
こ
こ
の
コ 

ー
ト
は
砂
入
り
人
工
芝
で
選
手
の
間
で
は
人
気 

が
高
い
よ
う
で
す
。 

舟形中の生徒10名が、町消防団第３分団第６部 
の消防車格納庫のシャッターに防火イラストを描き 
ました。場所は役場近くです。近くにいらした際は 
是非ご覧下さい。 

　夏の風物詩となった猿羽根山奉納相撲大会が８

月24日（木）開催され、町内外の小中学生ら約

100名が熱戦を繰り広げました。 

　土俵上では豪快な取組みが繰り広げられ、顔か

ら土俵下に落ちる者、土俵際での大逆転など、見

ごたえのある勝負となり、詰め掛けた観客からは

「押せ!!」「まわしまわし」などの声援が飛んで

いました。 

　結果は団体戦で富長小学校が３年ぶりに、優勝

するなど、次のとおりとなっています。 

夢の全国へ 

　今年のスポーツ界は全国選手が相次ぎ、見事な成績を収めました。 
○全国高校総合体育大会 
　　　バドミントンダブルス　小野　心（瀬脇)・大山　唯（堀内)　 
　　　　　　　　　　　　　　新庄南高校　１回戦敗退 
　　　相撲団体　渡辺　翔太（沖の原)　 
　　　　　　　　加茂水産高校　３回戦敗退 
○全国中学校体育大会 
　　　相撲団体　舟形中学校　決勝トーナメント進出 
　　　相撲個人　奥山　翔太（福寿野)　ベスト32 
○全国中学生空手道選手権大会 
　　　空手男子型　伊藤　雅人（西堀)　　ベスト32 
　　　空手女子型　坂上　　愛（堀内)　　１回戦敗退 
○中学硬式野球山形県選抜としてアメリカへ 
　　　野球　近藤　大志（西堀) 
○わんぱく相撲全国大会 
　　　相撲個人　後藤　大樹（洲崎)　　３回戦敗退 

　９月７日（木）長沢小学校でアユ給食が行われ、

児童88人がおいしいアユを満喫しました。この、

日給食に出されたアユは７・８月に小国川を

会場に開催された鮎釣り大会で釣り上げられ

たもので、小国川漁協から贈られたものです。 

　おいしそうに唐揚げにされたアユが盛りつ

けられると「うまそ～」などと歓声が上がっ

ていました。小中学校やえんじゅ荘などの施

設にアユが贈られるようになってから今年で

13年目を迎えました。小国川漁協では今後も

続けていきたいと語っていました。 

おいしいアユ給食をありがとう 
　町では平成５年度から千葉県富里市との交流を

続けており、今年で13年目になります。 

　今年8月18日（金）から２泊３日の日程で訪れた

のは小学生18名を含む32名。到着早々、木工クラ

フトや花アート体験に楽しそうに取り組んでいました。 

　この交流は全国ホースサミットでの交流がきっ

かけで始まったもので、今年で13年目になります。

講師としてブナの実21や蕎舟会、海藤吉子さんら

のご協力をいただきました。参加した講師の方か

らは「楽しんでもらえたようで嬉しい」などと感

想が出ていました。 

千
葉
県
富
里
市
と
の
交
流 

わ

だ

い

③

 

わ

だ

い

④

 

○小学生団体リーグ戦 

 優　勝　富長小 

 準優勝　堀内小 

 第３位　舟形小 

○小学４年個人トーナメント戦  

 優　勝　斉藤　　耕（堀内）  

 準優勝　吉田　和樹（舟形）  

 第３位　義高　雅彦（富長）  

○小学５年個人トーナメント戦  

 優　勝　原田　宏夢（富長）  

 準優勝　沼澤　　平（舟形）  

 第３位　早坂　　竜（富長） 

○小学６年個人トーナメント戦  

 優　勝　後藤　大樹（堀内）  

 準優勝　奥山　大地（富長） 

 第３位　大鳥　由来（舟形） 

○中学生団体リーグ戦  

 優　勝　舟形中 

 ○中学生個人１部トーナメント戦  

 優　勝　加藤　　拓（八向）  

 準優勝　庄司　亮介（及位）  

 第３位　田中　貴大（角川）  

○中学生個人２部トーナメント戦  

 優　勝　渡辺　孝雄（舟形） 

 準優勝　佐藤　直人（舟形）  

 第３位　佐藤　孝文（舟形）   

○中学生個人３部トーナメント戦  

 優　勝　奥山　翔太（舟形）  

 準優勝　大場　　亮（舟形）  

 第３位　早坂　昌一（角川）  

○高校生団体リーグ戦  

 優　勝　加茂水産高校Ａ  

○高校生個人トーナメント戦  

 優　勝　笠原　　賢（加茂水産） 

 準優勝　小野寺貴史（加茂水産）  

 第３位　渡辺　翔太（加茂水産）※沖の原 

　舟形町エコ産業プロジェクト研究会は利

雪や新エネルギーなどを通して地球環境問

題に取り組んでいる団体で、現在16名の

会員で構成されています。 

　８月18日（金）、猿羽根山公園の体験実

習館を会場に「第１回えこさん祭」が開催

され交流を深めました。この日は（独）防

災科学技術研究所雪氷防災研究センターの

阿部修先生をお招きし、ご講演を頂いたほ

か、懇親会も開かれました。 

　体験実習館には世界初の雪冷房システムが設置されており、県内外を問わず、多くの方の視察を

受けるなど、注目を集めています。 

きょうしゅうかい 

大山 唯さん 小野 心さん 
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●
議
会
の
本
会
議
に
つ
い
て 

　
町
議
会
の
本
会
議
は
６
・
９
・
12
・

３
月
の
年
４
回
の
定
例
議
会
と
、
町
長

の
招
集
に
よ
り
随
時
開
催
さ
れ
る
臨
時

議
会
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
９
月
は
決

算
議
会
と
呼
ば
れ
、
前
年
度
の
町
の
予

算
の
執
行
状
況
を
審
査
す
る
本
会
議
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
３
月
は
予
算
議
会

と
呼
ば
れ
、
次
年
度
の
町
の
予
算
を
議

決
す
る
重
要
な
本
会
議
と
な
り
ま
す
。 

　
議
会
事
務
局
で
は
本
会
議
に
向
け
た

準
備
や
連
絡
・
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
議
員
が
提
出
す
る
一
般
質

問
や
請
願
・
陳
情
な
ど
の
受
け
付
け
や

取
り
ま
と
め
な
ど
で
す
。 

 

●
議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て 

　
本
会
議
は
一
般
の
方
も
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
傍
聴
と
は
議
会
を
静

か
に
見
学
す
る
こ
と
で
、
騒
い
だ
り
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
傍
聴
の
際
は
申
請

が
必
要
で
議
会
事
務
局
が
窓
口
と
な
り
、

事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
議
会
の
記
録
に
つ
い
て 

　
本
会
議
終
了
後
、
そ
の
内
容
を
ま
と

め
た
議
事
録
を
作
成
し
ま
す
。
テ
ー
プ

レ
コ
ー
ダ
ー
に
全
て
の
発
言
を
録
音
し

文
書
化
し
て
い
き
ま
す
。
議
会
の
期
間

に
も
よ
り
ま
す
が
、
多
い
と
き
で
１
５

０
枚
も
の
議
事
録
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
議
事
録
は
一
般
の
方
の
閲

覧
も
可
能
で
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
議
会
事
務
局
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。 

 

●
公
務
の
調
整
に
つ
い
て 

　
現
在
町
に
は
14
名（
２
名
欠
番
）の
町

議
会
議
員
が
お
り
、
県
内
外
を
問
わ
ず

多
く
の
会
議
な
ど
へ
公
務
と
し
て
出
席

し
て
い
ま
す
。 

　
議
会
事
務
局
で
は
そ
の
活
動
の
連
絡

調
整
を
図
る
な
ど
、
議
員
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。 

 

●
委
員
会
に
つ
い
て 

　
舟
形
町
議
会
に
は
総
務
常
任
委
員
会
、

産
業
建
設
常
任
委
員
会
、
文
教
民
生
常

任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員

会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
町
の
行
政
の
執

行
状
況
な
ど
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

議
会
事
務
局
で
は
各
委
員
会
の
開
催

に
向
け
た
準
備
及
び
連
絡
調
整
を
図
り
、

円
滑
な
調
査
の
実
行
を
支
援
し
て
い
ま

す
。 

 

●
議
会
報
の
発
行
支
援
に
つ
い
て 

　
町
議
会
で
は
年
４
回
、
定
例
議
会
が

開
催
さ
れ
る
翌
月
に
議
会
報
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
議
会
報
の
作
成
は
主
に
議

会
報
編
集
委
員
の
議
員
が
行
い
ま
す
が
、

議
会
事
務
局
で
は
文
章
の
構
成
や
写
真

の
提
供
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

□
ど
ん
な
仕
事
し
て
い
る
の
？ 議会事務局 

シリーズ 

その6

　
大
平
町
内
会
は
、
公
民
館
北
側
の
荒
地
と
な
っ

て
い
る
土
地
を
、
子
供
た
ち
の
安
全
な
遊
び
場
と

地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
公
園
の
中
は
芝
生
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
休
息

所
と
ベ
ン
チ
も
あ
り
誰
も
が
集
ま
れ
る
憩
い
の
場

所
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ホ
タ
ル
が
生
息

で
き
る
よ
う
に
水
路
と
池
を
整
備
し
ま
し
た
。 

　
町
内
会
で
は
「
ホ
タ
ル
が
公
園
内
の
池
で
生
息

で
き
る
よ
う
に
住
民
あ
げ
て
整
備
を
行
い
、
ホ
タ

ル
の
観
察
を
通
じ
て
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
交
流

を
図
り
、
地
域
の
連
帯
感
を
高
め
て
い
き
た
い
」

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
数
年
後
、
こ
の
公
園
付
近
で
は
、
た
く
さ
ん
の

ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

は
ず
で
す
。 

　
洲
崎
町
内
会
で
は
、
町
内
会
の
「
ぱ
ぱ
く
ら
ぶ
」

や
「
親
爺
の
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
、
ね
ぶ
た
風

の
山
車
を
製
作
し
、
新
た
な
地
区
の
お
祭
り
な
ど

に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ
の
山
車
は
縦
3.0
ｍ
、
横
2.9
ｍ
、
高

さ
4.0
ｍ
と
大
き
く
、
収
納
場
所
に
苦
労
し
て
い
た

た
め
、
こ
の
度
の
助
成
事
業
に
よ
り
収
納
庫
を
建

築
し
ま
し
た
。  

　
ま
た
、
洲
崎
町
内
の
お
祭
り
を
活
気
付
け
る
た

め
、
法
被
や
祭
り
の
際
の
電
飾
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
も
一
緒
に
整
備
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
来
年
度
以
降
の
お
祭
り
を
通
し
て

の
、
町
内
会
の
活
性
化
と
交
流
拡
大
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。 

平成18年度「宝くじ助成事業」のご紹介 
　今年度、（財）自治総合センターのコミュニティ助成事業（自治宝くじ助成事業）に 

より、大平町内会と洲崎町内会が助成を受け、この度、無事工事が終了しましたので 

ご紹介します。 

議会を傍聴。初体験！ 
　９月７日（木）から９月議会が始まり、午前中

に行われた一般質問を舟形中学校３年生６名が
傍聴しました。これは体験学習の一環として行
われたもので、参加した生徒らは「前々から思
っていたことが質問に出てよかった」「めった
に出来ない経験をさせてもらった。このことを
生かせるようにがんばりたい」との感想が聞か
れました。 

体験を終えて 
　４日間まちづくり課の仕事をしてみて、仕事の大変さを改めて感じました。

また、うまくできないことが多く、やっぱり自分は子供だなと思いました。

でも、今までに経験したことの無い事をして、すごく大きな充実感や達成感

を得ました。たとえできなくても仕事が楽しいと思いました。 

　今回この仕事ができて本当によかったです。役場の仕事の体験はさせても

らう機会が少ないと思います。これからはこの体験をもとに進路や仕事を考

えたいです。 

老人クラブ料理教室 
　舟形老人クラブで、９月５日（火）に料理講習会が行われました。

この講習会は家族の健康、自分の健康を考えたメニューを、楽し

みながら作ってもらおうと企画。今回の参加者は講師の先生も合

わせて23名。この日のメニューは、ひじきと枝豆の炊き込みご飯、

鶏ささ身のロールフライ、焼きなすの薬味のせなど、どれも野菜

中心のバランスの取れたものでした。 

　年代によって口に合う料理が違っても、料理講習会で作られた

料理は家族に好評だそうです。参加した方は「最近は忙しいため

か簡単に作れる料理や、お惣菜を買ってきて食べることが多い。

湯気の立つ料理を食べてほしい」と話して下さいました。 

長沢小の花笠練習 
　若鮎まつりに向けて長沢小学校の５・６年生が花笠踊
りの練習をしました。５・６年生合わせて30人という
少ない人数ながらも、元気と迫力のある踊りでした。花
笠踊りは、若鮎まつりのほかに運動会、山崎交流のとき
も行っています。そのため若鮎まつりの本格的な練習は
１週間前からで十分だそうです。 
　児童は「周りと合わせるのが大変」「今年で最後だか
らがんばりたい」と話してくれました。これからも小学
生の活躍に期待したいと思います。 

　舟形中学校の職場体験学習が行われ、広報係として 
相馬由美さんが取材を行い、本ページの記事もすべて 
自分で作成しました。 舟中３年生が広報マン 舟中３年生が広報マン 

ま
ち
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い
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外
編

番
外
編
 

ま
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番
外
編

番
外
編
 

ま
ち
の
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外
編
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ち
ゅ 

　
僕
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
主
催
の
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
で
沖
縄
に
行

き
ま
し
た
。 

　
１
日
目
は
沖
縄
の
シ
ー
サ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
２
日
目
は

カ
ヌ
ー
や
ヨ
ッ
ト
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
り
、
イ
ル
カ

を
さ
わ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
１
番
心
に
残
っ
た
の
は
イ
ル
カ

を
さ
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
初
め
て
イ
ル
カ
を
さ
わ
っ
た
の
で

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
２
番
目
に
楽
し
か
っ
た
の
は

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
と
ヨ
ッ
ト
で
す
。
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
が
楽
し
か

っ
た
の
は
速
く
て
と
っ
て
も
気
持
ち
良
か
っ
た
か
ら
で
す
。

ヨ
ッ
ト
は
４
人
で
楽
し
く
乗
れ
て
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

　
３
日
目
は
、
み
ん
な
に
僕
の
誕
生
日
の
お
祝
い
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
僕
達
は
、
は
し
を
作
っ
て
、
料
理

を
作
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

と
海
水
浴
を
し
ま
し
た
。 

　
４
日
目
は
美
ら
海
水
族
館
へ
行
っ
て
か
ら
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

畑
へ
行
っ
て
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
ジ
ュ
ー
ス
を
作
っ
て
飲
み
ま

し
た
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
下
の
ほ
う
が
甘
く
て
、
中
間
が
甘

酸
っ
ぱ
く
て
、
上
が
１
番
酸
っ
ぱ
い
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き
、
す
ご
く

い
い
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

沖縄での最高の経験 

阿部　大輔（舟形小５年） 

　
私
は
８
月
の
１
日
か
ら
５
日
ま
で
沖
縄
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
車
に
乗
っ
て
仙
台
空
港
に
行
き
、
最
初
に
１
人
友

達
に
な
り
ま
し
た
。 

　
早
速
飛
行
機
に
乗
り
沖
縄
に
行
き
ま
し
た
。
外
に
出
た

と
き
、
と
て
も
暑
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。 

　
ま
ず
１
日
目
は
沖
縄
の
も
の
作
り
を
し
ま
し
た
。
自
分

で
持
っ
て
帰
り
、
す
ぐ
に
寝
ま
し
た
。
私
は
ろ
う
そ
く
を

作
っ
て
家
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。 

　
２
日
目
は
、
カ
ヌ
ー
や
ボ
ー
ト
体
験
を
し
ま
し
た
。
私

は
、
ヨ
ッ
ト
が
一
番
楽
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

　
３
日
目
は
、
沖
縄
料
理
作
り
を
し
ま
し
た
。
私
は
サ
ー

タ
ー
ア
ン
ダ
キ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
そ
こ
で
も
友
達
が
で
き
ま
し
た
。
よ
か
っ
た
で

す
。 

　
４
日
目
は
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
ジ
ュ
ー
ス
を
作
り
ま
し
た
。

と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。 

　
一
生
に
一
度
し
か
行
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
沖
縄
に
行

っ
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
ぜ
ひ
行
っ
て
み

た
い
で
す
。 

友達がいっぱいできた沖縄 

山本あい架乃（堀内小５年） 

　Ｂ＆Ｇ財団主催の「Ｂ＆Ｇ海洋体験セミナー」が８月１日（火）

～５日（土）の４泊５日の日程で実施され、舟形町から阿部大

輔さんと山本あい架乃さんが参加しました。 

　これはカヌーやヨットなど海洋体験活動や、マングローブ

の森での自然観察など、沖縄の大自然と親しむことで、海や

山の自然を好きになり、大切に思う心を持ってもらおうと、

毎年実施されているものです。 

　二人にとって、初めての沖縄はいったいどんなところだっ

たのでしょう。 

平成18年度Ｂ＆Ｇ「海洋体験セミナー」 

沖縄で自然体験 
23

23

23

23

23

　ご家庭ではどのような朝食を食べていますか？ 

　朝食はエネルギー補給とともに眠っていた体を目覚めさせ、１日の 

活動に向けて体を準備する大切な食事です。朝食も「主食＋主菜＋副 

菜＋汁物（飲み物）」を組み合わせることによって栄養バランスがとれ、 

より効果を発揮します。「勉強しなさい」というよりも、愛情と栄養 

いっぱいの朝食をとることで学力ＵＰすること間違いなしです。 

～国立教育政策研究所教育課程研究センター～　「平成15年度小・中学校教育課程実施状況調査結果」より 

朝食を「必ずとる」人 
と「全く、またはほと 
んどとらない」人では 
ペーパーテストの得点 
に大きな差が出ていま 
す。 
 

必ずとる たいてい 
とる 

とらない 
ことが多い 

全くまたは 
ほとんど 
とらない 

無回答 

520 

500 

480 

460 

440 

420 

400 

0

学校に行く前に朝食をとりますか（中学校２年生） 

■国語　■数学　□英語 
■社会　 理科 

①主食  

　炭水化物（ご飯・パン・麺 

・いもに多い）が全身のエネ 

ルギーのもとに。特に脳はエ 

ネルギーの蓄えができないの 

で、しっかり補給を！炭水化 

物は食べてから２時間後にく 

らいに活発に働きます。 

 

　たんぱく質（肉・魚・卵・ 

大豆に多い）は睡眠中に下が 

っていた体温を速やかに上げ 

体を目覚めさせてくれます。 

また、筋肉・血液などの細胞 

をつくるもとになるので成長 

期に欠かせない栄養素です。 

　副菜には、ビタミン類が多 

い野菜・海草・いもを使った 

料理（１～２品）・果物をつ 

けましょう。ビタミンは炭水 

化物がエネルギーに効率よく 

利用されるために必要です。 

また、ストレスに強く、疲れ 

にくい体にしてくれます。 

 

　野菜・海草・きのこ・大豆 

製品がたっぷりの味噌汁やス 

ープ、牛乳を摂りましょう。 

①～③で足りない栄養素を補 

ったり、水分があるので食事 

が摂りやすくなったりします。 

②主菜  ③副菜  ④汁物  

（点） 

□ 
□ 

□ 
□ 
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※数え90歳以上の方です。（107名） ※敬称を略させていただきます。 数え年齢は、今年の誕生日を迎えた年齢（満年齢）に１歳を加えた年齢です。 

平成18年９月４日現在 

舟形町長寿番付 舟形町長寿番付 舟形町長寿番付 

まさよし  ここね  こうき  

平賀　将義くん 
（福寿野） 

伊藤　心音ちゃん 
（野） 

大場　康生くん 
（長沢３） 

横　綱 

大　関 

関　脇 

小　結 

前頭一 

同　二 

同　三 

同　四 

同　五 

同　六 

同　七 

同　八 

同　九 

同　十 

同十一 

同十二 

同十三 

同十四 

同十五 

同十六 

同十七 

同十八 

同十九 

同二十 

同二一 

同二二 

同二三 

同二四 

同二五 

同二六 

同二七 

同二八 

同二九 

同三十 

同三一 

同三二 

同三三 

同三四 

同三五 

同三六 

同三七 

同三八 

同三九 

同四十 

同四一 

同四二 

同四三 

同四四 

同四五 

同四六 

同四七 

同四八 

同四九 

同五十 

一 の 関  

富 田 １  

長 沢 ３  

一 の 関  

沖 の 原  

えんじゅ荘 

富 田 １  

堀　　内 

堀　　内 

えんじゅ荘 

長 沢 ３  

富 田 １  

舟 形 ３  

舟 形 ３  

えんじゅ荘 

福 寿 野  

太　　折 

松　　橋 

舟 形 ４  

舟 形 ３  

舟 形 ４  

向　　山 

長 沢 １  

西　　堀 

えんじゅ荘 

幅 

えんじゅ荘 

木　　友 

長 者 原  

えんじゅ荘 

富 田 １  

洲　　崎 

えんじゅ荘 

新　　堀 

えんじゅ荘 

野 

福 寿 野  

内　　山 

松　　橋 

洲　　崎 

富 田 １  

大　　平 

富 田 ２  

えんじゅ荘 

舟 形 ４  

舟 形 ３  

幅 

富 田 １  

えんじゅ荘 

長 沢 １  

大　　平 

長 者 原  

洲　　崎 

舟 形 ２  

105 

101 

100 

99 

98 

98 

97 

97 

97 

97 

96 

96 

96 

96 

95 

95 

95 

95 

94 

94 

93 

93 

93 

93 

93 

93 

93 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

91 

91 

91 

91 

91 

91 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90

沼　澤　端　雄 

曽根田　日出雄 

大　場　ミ　ネ 

沼　澤　い　と 

佐　藤　トメヨ 

渡　部　トヨエ 

大　沼　次　雄 

加　藤　ハナエ 

長　澤　時　子 

斎　藤　サ　ク 

沼　澤　マツノ 

曽根田　ヤヨコ 

佐　藤　ク　ラ 

梅　津　孝　顯 

伊　藤　ミ　チ 

井　上　モ　ト 

今　野　正　蔵 

齊　藤　マチノ 

伊　藤　マ　キ 

佐　藤　ト　ク 

鍛　冶　ミツエ 

伊　藤　政　男 

大　山　キチヨ 

八　鍬　ミ　ヨ 

東海林　ナツエ 

伊　藤　ヨシ子 

叶　内　タ　ケ 

佐々木　ツネヨ 

曽根田　キ　ヨ 

森　　　サクエ 

伊　藤　運次郎 

阿　部　ミチノ 

小　野　トメノ 

佐　藤　きくよ 

豊　岡　ユキエ 

井　上　アキエ 

中　島　コ　ウ 

伊　藤　仁兵衛 

斉　藤　フ　ク 

澤　内　をでん 

加　藤　菊之助 

野　尻　キクノ 

信　夫　増　子 

岸　　　　　茂 

沼　澤　カ　ネ 

高　山　生次郎 

斎　藤　ス　ゲ 

齊　藤　文　男 

奥　山　武　男 

大　場　サワノ 

伊　藤　貞　蔵 

豊　岡　イチ子 

荒　澤　おまさ 

佐　藤　ハナヱ 

西　　堀 

幅 

舟 形 ４  

長 者 原  

内　　山 

西　　堀 

えんじゅ荘 

一 の 関  

一 の 関  

えんじゅ荘 

長 者 原  

長 沢 １  

堀　　内 

洲　　崎 

紫　　山 

堀　　内 

紫　　山 

長 沢 １  

長 沢 １  

長 者 原  

実 栗 屋  

紫　　山 

西　　堀 

えんじゅ荘 

えんじゅ荘 

新　　堀 

幅 

えんじゅ荘 

えんじゅ荘 

富 田 １  

紫　　山 

横　　山 

舟 形 ３  

長 沢 ２  

堀　　内 

太　　折 

舟 形 １  

長 者 原  

真 木 野  

洲　　崎 

えんじゅ荘 

えんじゅ荘 

経 壇 原  

馬　　形 

えんじゅ荘 

西　　堀 

富 田 １  

えんじゅ荘 

えんじゅ荘 

野 

えんじゅ荘 

長 沢 ３  

舟 形 ４  

 

102 

101 

99 

99 

98 

97 

97 

97 

97 

97 

96 

96 

96 

96 

95 

95 

95 

94 

94 

94 

93 

93 

93 

93 

93 

93 

93 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

92 

91 

91 

91 

91 

91 

91 

91 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

90 

 

沼　澤　モトノ 

渡　部　リキヤ 

森　　　重　治 

鈴　木　倉　蔵 

伊　藤　ト　ク 

阿　部　ツ　ネ 

清　水　キヨエ 

渡　邊　タカヨ 

沼　澤　清　吉 

古　瀬　菊次郎 

叶　内　榮太郎 

石　川　ツ　子 

矢　口　キクノ 

東海林　サツヨ 

松　本　兼　吉 

加　藤　ヤエノ 

渡　邉　與　助 

大　場　千代子 

叶　内　兵　八 

叶　内　キヨウ 

門　脇　ウメヨ 

伊　藤　ツ　キ 

柿　崎　フサ子 

半　田　ナ　ツ 

鈴　木　トラエ 

越　前　よす江 

伊　藤　道五郎 

高�橋　キヨエ 

佐　野　　　仁 

柿　崎　ヨシミ 

渡　邉　ハルエ 

樋　渡　マサノ 

伊　藤　ナ　カ 

大　場　ナツエ 

加　藤　秀　男 

佐　藤　イヨノ 

大　場　悦　男 

小　関　ヤスエ 

小　野　ミツヨ 

山　本　久　夫 

吉　田　　　實 

矢　萩　はるを 

大　場　もとゑ 

武　田　ハナエ 

森　　　トヨノ 

大　泉　清　三 

曽根田　ミ　エ 

森　　　トミエ 

那　須　　　貞 

矢　野　ミヨノ 

松　本　き　よ 

高　橋　タケヱ 

中　山　好　治 

町内名 数え年 氏　　　名 町内名 数え年 氏　　　名 番　付 

８月30日に３歳児健診を受けたお子さんで、むし歯のないお子さんです。 

大変
良くできました。

　心肺停止状態などの際、一次救急処置として使用されるＡＥＤ

（自動体外式除細動器）がこのほど日赤山形県支部より寄贈され、

役場町民課入口（玄関左手）に設置されました。 

　現在町内には、役場のほか消防分署・光生園の３カ所に設置さ

れています。役場に設置されたＡＥＤは今後、救急時やイベント

会場で活用されます。 

①住民の窓口（住民票・印鑑証明・戸籍・所得証明

　　　　　　・納税証明などの手続き） 

②介護の窓口（介護認定申請・介護保険料相談・高

　　　　　　齢者総合相談などの手続き） 

③健康の窓口（健康診断申込み・母子健康手帳交付・

　　　　　　乳幼児相談・ゴミ相談・犬の登録など

　　　　　　の手続き） 

④福祉の窓口（福祉医療・児童手当・保育所手続き・

　　　　　　障害者手帳などの手続き） 

⑤国保の窓口（国民健康保険・老人保健・国民年金

　　　　　　などの総合窓口） 

⑥税務の窓口（各種町税の納付及び相談・小型バイ

　　　　　　クや農耕車の登録、抹消・地籍調査等

　　　　　　の申請及び手続き） 

役場に救急救命器具のAEDを設置 

役場窓口の案内看板のお知らせ 
　役場窓口に案内看板が設置され、更に 

ご利用しやすくなりました。番号と担当 

は次のとおりです。役場にお越しの際は 

参考にして下さい。 
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第17回輓馬写真コンクール 第17回輓馬写真コンクール 第17回輓馬写真コンクール 

佐藤　敏行さん（長井市） 

 ６月18日に行われた第20回東北輓馬競技舟形

大会と同時開催の、第17回輓馬写真コンクール

審査会が８月21日（月)に行われました。 

 今年の輓馬大会は晴天にも恵まれ、町内外から

66点の応募がありました。７名の審査員による

厳正な審査の結果、長井市の佐藤敏行さんの作品

「人馬一体」が、迫力や色合いが評価されグラン

プリに選ばれました。 

 なお、その他の入賞作品は次の通りです 。 

 入賞作品は１年間若あゆ温泉廊下に展示されま

すのでご覧下さい。 

「人馬一体」 
優

秀

賞

 

入

　

選

 

関本　宜義 
（鶴岡市） 

高橋　隆平 
（山形市） 

飛塚　靖仁 
（山形市） 

池田　　勲 
（酒田市） 

三浦　吉夫 
（山形市） 

戸塚　喜八 
（新庄市） 

　土地は国民のための限られた資源であり、日 

常生活や経済活動など国民の諸活動に不可欠な 

基盤です。 

■地価調査結果■ 

　地価調査価格は、国・地方公共団体等が公共 

用地等を買収する場合の基準とされるほか、知 

事が国土利用計画法に基づいて土地売買の届出 

があった土地の取引価格の審査・分析をすると 

きの基準とされるもので、適正な地価の形成に 

大きな役割を果たしています。 

　9月19日に県から平成18年度地価調査結果が 

公表されました。本町に関するものは次のとお 

りです。 

『地域に貢献 社会に貢献 土地活用』 

10月は土地月間です 

基準地の所在 

舟形字西の前468番10 

長沢字長沢1826番  

舟形字ハリヨ1667番5外１筆 

舟形字舟形109番 

本年価格 

13,600 

7,370 

10,400 

15,700

前年価格 

14,100 

7,700 

10,800 

16,500

変動率 

－3.5 

－4.3 

－3.7 

－4.8

（単位：円／㎡　　変動率：％) 

　町税や上下水道料金などの公共料金 

の滞納世帯に対し、町では８月から町 

民負担の公平性や財源確保の観点から、 

全庁的に連携しながら職員が滞納世帯 

を訪問し、催告に当たっております。 

　今後は納付を確約してもらえない世 

帯については、再度催告を実施し、状 

況によっては差し押さえなどの法的措 

置の実施を検討しております。 

　町税や公共料金等の収納対策につき 

ましては、町民の皆様よりご理解とご 

協力をお願いします。 

税金・公共料金の 
収納対策を実施 

「
ル
ー
ル
」
を
守
っ
て 

　
　
　
　
飼
っ
て
い
ま
す
か
？ 

　
昨
今
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
ペ
ッ
ト
を

飼
う
家
庭
が
、
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト

を
飼
う
こ
と
で
、
「
生
き
が
い
を
感
じ
る
」
「
家

族
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
」
「
心
を

癒
し
て
く
れ
る
」
な
ど
、
か
け
が
え
の
な
い
潤

い
や
豊
か
さ
を
感
じ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
　

　
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
フ
ン
の
後
始
末
や
放

し
飼
い
な
ど
に
関
す
る
住
民
か
ら
の
苦
情
が
増

え
て
い
る
の
も
現
状
で
す
。 

　
き
れ
い
な
環
境
を
守
り
み
ん
な
が
気
持
ち
よ

く
生
活
で
き
る
た
め
に
「
ル
ー
ル
」
を
守
っ
て

ペ
ッ
ト
を
飼
い
ま
し
ょ
う
。
か
わ
い
い
ペ
ッ
ト

の
「
フ
ン
の
持
ち
帰
り
」
は
飼
い
主
と
し
て
最

低
限
守
る
べ
き
ル
ー
ル
で
す
。 

  

「
フ
ン
害
」
は
子
供
た
ち
に
も 

　
道
路
や
公
園
、
河
川
敷
な
ど
、
公
共
の
場
で
の

「
フ
ン
害
」
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
犬
の
フ
ン
は

不
衛
生
な
だ
け
で
な
く
、
人
の
健
康
を
害
す
る
寄

生
虫
の
卵
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特

に
公
園
な
ど
は
、
子
供
た
ち
が
遊
ん
で
い
る
場
所

な
の
で
と
て
も
心
配
で
す
。  

 

犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う 

　
夜
の
放
し
飼
い
な
ど
散
歩
代
わ
り
に
放
し

飼
い
し
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

　
犬
の
放
し
飼
い
は
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
」
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
な
ど
の
苦
情
が
増
え
て
い

ま
す
。
飼
い
主
は
正
し
い
犬
の
飼
い
方
を
守
り
、

他
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

登録はしていますか？ 

　生後90日を過ぎた犬は速やかに登録をしなければなりません。役場町民課健康 

班の窓口に申請して下さい｡登録料は3,000円です。死亡の時も届出が必要です。 

狂犬病の予防注射は済みましたか？  

　生後90日を過ぎた犬は毎年１回予防注射をしなければいけません。狂犬病は、 

いったん発病すると治療法なしの、しかも人間にも感染する恐ろしい病気です。 

忘れずに行って下さい｡ 

　【問い合わせ先】　役場町民課健康班　�(32)２１１１（内線41） 

マナー・ルールを守って 
　　　　正しく飼いましょう！！ 

あなたの愛犬はだいじょうぶ？ あなたの愛犬はだいじょうぶ？ 
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（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

新庄警察署からのお知らせ 

～一人ひとりの交通マナーアップが、交通事故を防ぎます。～ 

若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
10月の若あゆ温泉の休館日は、10月11日（水）、25日（水） 

禁煙のすすめ 
喫煙はあなたの健康をおびやかします。 

「
鏡
の
法
則
」 

　
野
口
嘉
則
（
総
合
法
令
出
版
） 

「
お
腹
召
し
ま
せ
」 

　
浅
田
次
郎 

（
中
央
公
論
新
社
） 

　私たちの人生の現実は、私た

ちの心を映し出した鏡である。

この短い物語にはあなたの悩み

を解消し、運を開くヒントがあ

ります。多くの人々から反響を

呼んだ愛と感動のストーリー。 

　入り婿が藩の公金に手を付けた上、

新吉原の女郎を身請けして逐電。

お家を保つためにお留守居役が出

した名案は「腹を切れ」。二百六

十余年の太平で、武士の本義が薄

れてきた幕末から維新の頃を舞台

に描く侍たちの物語。 

 

①夕暮れ時の運転は要注意
　　　　・５分前の行動で「ゆとり運転」の実践。 

　　　　　　　　　　　　　　　　・「急ぎ・焦り」は、事故の危険信号。 

②夜光反射材を身につけよう　　　・夕方からの外出は、「夜光反射材」を身につけましょう。 

③後部座席にもシートベルトの着用を　・シートベルトは、同乗者にも着用させましょう。 

     

　
10
月
16
日
（
月
）
〜
22
日
（
日
）

に
全
国
一
斉
に「
行
政
相
談
週
間
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
一
環

と
し
て
、
町
で
は
次
の
と
お
り

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。 

　
行
政
に
つ
い
て
お
困
り
に
な

っ
て
い
る
こ
と
、
納
得
の
い
か

な
い
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
、
行
政
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。 

▼
日
時
／
10
月
16
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
４
時 

▼
場
所
／
舟
形
町
保
健
セ
ン
タ

ー
２
階
和
室 

▼
相
談
担
当
者
／
行
政
相
談
委

員 

伊
藤
宏 

�（
32
）２
０
１
８

▼
内
容
例
／
年
金
や
老
人
介
護

の
手
続
き
に
つ
い
て
、
許
認
可

申
請
後
の
結
果
に
つ
い
て
、
訪

問
販
売
で
不
要
な
も
の
を
買
わ

さ
れ
た
な
ど 

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
役
場

総
務
課
総
務
班 

�（
32
）２
１
１
１
（
内
線
48
） 

   

▼
期
間
／
10
月
28
日
（
土
）
〜

11
月
12
日（
日
） 

▼
場
所
／
舟
形
町
中
央
公
民
館 

▼
内
容
／
子
ど
も
作
品
展
、町
芸

術
文
化
協
会
作
品
展
、
福
祉
施

設
作
品
展
、
縄
文
竪
穴
式
住
居

修
復
パ
ネ
ル
展
示
、一
般
作
品
展 

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
中
央

公
民
館
　
�（
32
）２
２
４
６ 

  

▼
日
時
／
11
月
３
日
（
金
）
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
40
分 

▼
場
所
／
舟
形
小
学
校
体
育
館 

▼
内
容
／
午
前
（
堀
内
田
植
え

踊
り
、
舞
踊
、
民
謡
、
社
交
ダ

ン
ス
、
津
軽
三
味
線
、
ヨ
サ
コ

イ
な
ど
） 

午
後
（
大
正
琴
、
舞
踊
、
歌
謡
、

合
唱
、
民
謡
、
詩
吟
な
ど
） 

連
合
婦
人
会
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ

ー（
午
前
８
時
30
分
〜
午
前
10
時
） 

▼
主
催
／
舟
形
町
芸
術
文
化
協

会 ▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
中
央

公
民
館
　
�（
32
）２
２
４
６ 

   

▼
日
時
／
10
月
７
日
（
土
）
午
前

８
時
30
分 

集
合
、
午
後
２
時
30

分 

解
散
予
定 

▼
集
合
場
所
／
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー 

▼
登
山
場
所
／
亀
割
山
（
瀬
見

〜
長
尾
） 

▼
持
ち
物
／
昼
食
弁
当
、
飲
み

物
、
タ
オ
ル
な
ど 

▼
対
象
／
長
沢
地
区
の
児
童
と

保
護
者（
児
童
の
み
も
大
歓
迎
！
） 

▼
参
加
費
／
今
年
度
初
参
加
の
方

は
５
０
０
円
。そ
の
他
の
方
は
無
料
。 

▼
〆
切
／
９
月
29
日（
金
） 

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー 

�（
32
）２
５
５
６ 

  

▼
日
時
／
10
月
15
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜 

▼
場
所
／
舟
形
町
中
央
公
民
館 

▼
内
容
／
基
調
講
演
「
も
う
一

度
見
直
し
ま
し
ょ
う
〜
人
も
自

然
の
動
物
で
あ
る
こ
と
を
〜
」

講
師
農
業
生
産
法
人
㈲
新
庄
最

上
有
機
農
業
者
協
会
役
員
　
佐

藤
あ
い
子
氏 

▼
問
い
合
わ
せ
／
食
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
実
行
委
員
会 

�
（
32
）
２
１
９
８ 

  

　
真
室
川
町
を
会
場
に
最
上
地

方
育
樹
祭
を
開
催
し
ま
す
。
一

般
の
方
も
参
加
で
き
、
様
々
な

森
づ
く
り
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
近
く
に
は
温
泉
施

設
や
産
地
直
売
所
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。 

▼
日
時
／
10
月
１
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
午
後
１
時 

▼
場
所
／
ま
む
ろ
川
温
泉
梅
里

苑
「
体
験
交
流
の
森
」 

▼
問
い
合
わ
せ
／
真
室
川
町
地

域
整
備
課
農
林
整
備
担
当 

�（
62
）２
１
１
１（
内
線
２
７
４
） 

ベ
ラ
ン
ダ
で
見
上
げ
る
澄
ん
だ
青
空
に
鰯
雲
か
か
れ
り
残
暑
の
中
に 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
よ
し
子
（
舟
形
一
） 

満
天
の
星
空
だ
よ
と
孫
は
云
ふ
目
を
凝
ら
し
て
も
見
え
ぬ
悲
し
さ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
加
　
藤
　
よ
う
子
（
新
　
庄
） 

山
峡
の
青
田
吹
く
風
さ
わ
さ
わ
と
わ
ず
か
色
づ
き
日
は
輝
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
布
　
川
　
芙
美
子
（
横
　
浜
） 

裏
畑
の
麦
わ
ら
ぼ
う
し
見
え
か
く
れ
呼
べ
ば
答
え
る
ふ
わ
り
と
浮
き
て 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
子
（
舟
形
二
） 

老
ひ
達
と
体
力
測
定
せ
し
後
の
出
づ
る
数
値
の
良
き
に
勇
み
ぬ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖
の
原
） 

特
老
に
母
を
訪
ね
て
髪
を
刈
り
話
し
弾
め
ば
「
良
き
日
だ
っ
た
」
と 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
和
　
子
（
西
　
堀
） 

懐
か
し
き
人
に
逢
ひ
た
る
心
地
し
て
炎
暑
過
ぎ
去
り
涼
風
を
受
く 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
梅
　
津
　
ト
シ
子
（
舟
形
三
） 

集
落
の
会
重
ね
る
ご
と
に
組
織
よ
り
人
の
心
の
崩
壊
知
ら
さ
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
堀
） 

夕
方
に
皆
の
集
へ
る
夏
祭
り
か
ん
か
ん
娘
職
員
と
踊
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

文
月
に
元
気
で
迎
え
る
定
年
の
夫
に
深
き
感
謝
の
つ
の
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
豊
　
岡
　
ち
づ
子
（
光
生
園
） 

真
夏
日
に
太
陽
の
も
と
で
上
向
き
に
す
く
す
く
育
つ
コ
ス
モ
ス
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
大
　
石
　
き
よ
い
（
光
生
園
） 

虫
の
音
に
後
を
押
さ
れ
て
行
く
夏
の
寝
間
の
窓
に
は
弓
張
り
の
月 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
興
　
　
　
珠
　
子
（
　
野
　
） 

【
千
風
会
「
こ
ど
も
」
】 

親
が
子
を
そ
し
て
友
を
殺
め
る
現
代
世
相
の
変
化
を
日
々
悔
ま
む 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
喜
代
子
（
長
沢
一
） 

子
の
命
い
く
つ
奪
は
む
戦
と
は
「
国
家
の
平
和
」
の
名
目
の
も
と
に 

（
イ
ス
ラ
エ
ル
の
レ
バ
ノ
ン
、
カ
ナ
爆
撃
に
） 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙
台
市
） 

「
の
り
た
い
な
ァ
」
飛
行
機
雲
に
手
を
振
る
孫
新
幹
線
と
ど
っ
ち
速
い
の
？ 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
（
真
木
野
） 

ひ
ま
わ
り
の
太
き
茎
に
か
ら
み
咲
く
朝
顔
よ
い
と
し
乳
吸
ふ
嬰
児
の
よ
う 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
友
） 

み
ず
か
ら
に
の
ぞ
み
て
墓
に
詣
で
け
る
信
心
深
き
孫
の
成
長 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
秀
　
子
（
長
沢
一
） 

手
を
胸
に
い
ま
亡
父
母
の
過
去
（
敗
戦
）
の
日
を
お
も
ふ
返
信
の
な
い
手
紙

し
た
た
め 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
山
　
明
　
子
（
仙
台
市
） 

モ
ナ
リ
ザ
の
ふ
し
ぎ
に
ゆ
ら
ぐ
星
月
夜
戈
時
の
流
れ
を
亡
父
母
に
伝
へ
む 

（
星
月
夜
＝
初
秋
月
は
出
ず
星
の
み
が
月
夜
の
ご
と
く
き
ら
め
く
夜
） 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
四
） 

   

 

湯
ぼ
て
り
を
癒
す
初
秋
の
朝
の
市 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
実
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
玲
　
子
（
埼
　
玉
） 

花
火
す
る
家
族
に
犬
も
は
し
ゃ
ぎ
お
り 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
二
） 

児
ら
去
り
て
後
に
残
り
し
風
は
秋 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
文
（
舟
形
四
） 

夏
ま
つ
り
果
つ
る
月
夜
の
ひ
と
り
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
政
　
子
（
舟
形
三
） 

人
混
み
の
波
に
の
ま
る
る
宵
ま
つ
り 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
山
） 

娘
の
帰
省
朝
の
完
熟
ト
マ
ト
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
） 

畑
に
出
て
ゲ
ッ
ト
と
叫
ぶ
帰
省
の
子 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
） 

ひ
ぐ
ら
し
の
声
途
切
れ
な
き
畑
仕
事 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
山
） 

行
く
夏
や
太
鼓
の
打
ち
手
し
な
や
か
に 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
） 

人
一
人
動
か
ぬ
午
後
の
炎
天
下 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
三
） 

列
な
し
て
合
鴨
青
田
掻
き
泳
ぐ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
永
　
沢
　
幸
　
男
（
光
生
園
） 

大
空
に
タ
イ
ガ
ー
ス
カ
ラ
ー
鬼
ヤ
ン
マ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
笹
　
原
　
　
　
清
（
光
生
園
） 

ふ
る
里
で
思
い
出
し
た
る
夏
祭
り 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光
生
園
） 

向
日
葵
の
雨
に
降
ら
れ
て
可
愛
そ
う 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
） 

蚊
の
跡
の
楽
し
く
め
ぐ
る
山
の
小
屋 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
秋
　
保
　
宏
　
子
（
光
生
園
） 

盆
休
み
夜
更
け
を
語
る
三
姉
妹 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
正
　
子
（
光
生
園
） 

美
し
き
蛍
火
迎
へ
踊
り
の
輪 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
山
　
上
　
貴
　
子
（
光
生
園
） 

満
開
の
大
輪
の
舞
う
夏
夜
空 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
恵
三
子
（
光
生
園
） 

日
大
の
暑
さ
も
飛
ば
す
打
線
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
星
　
川
　
治
　
男
（
光
生
園
） 

手
に
余
る
白
桃
む
け
ば
汁
溢
る 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
三
） 

山
ぶ
ど
う
搾
る
律
儀
な
母
遠
き 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

き
り
ぎ
り
す
秘
密
の
道
を
通
り
来
し 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
明
　
美
（
舟
形
三
） 

空
�
の
生
あ
る
ご
と
く
耐
え
て
お
り 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
井
　
上
　
美
根
子
（
西
　
堀
） 

 

交通事故から家族を守ろう 

運
行
廃
止
の
危
機
、
存
続
へ
ご
協
力
を
。
新
庄
〜
堀
内
線
、
路
線
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 統括班 
� 32ー2111（内線39） 

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。 

お
知
ら
せ 

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す 

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

最
上
地
方
育
樹
祭
開
催 

食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム 

い
　
ま 

あ
や 

い
く
さ 

く
　
に 

こ 

ふ
　
ぼ 

と
　
き 

舟
形
町
総
合
文
化
祭 

「
総
合
文
化
展
」
の
開
催 

長
沢
子
ど
も
遊
々
塾 

「
秋
の
里
山
登
山
」 

ふ
　
ぼ 
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町
営
バ
ス
は
ど
こ
か
ら
乗
っ
て
も
一
律
２
０
０
円
で
す
。
  

　
舟
形
町
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

佐
藤
綾
香
で
す
。 

　
だ
い
ぶ
涼
し
く
な
り
秋
を
感
じ
る
今
日

こ
の
頃
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？ 

　
さ
て
、
９
月
10
日
、
１
年
間
務
め
て
き

た
「
ミ
ス
若
あ
ゆ
」
と
し
て
最
後
の
ス
テ

ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
一
年
前
、

ス
テ
ー
ジ
脇
で
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
順
番

待
ち
を
し
て
い
た
こ
と
を
今
で
も
ハ
ッ
キ

リ
と
覚
え
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
人
生
で

は
じ
め
て
の
審
査
員
を
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
審
査
っ
て
本
当
に
難
し

い
で
す
ね
！ 
最
後
に
貴
重
な
体
験
が
で

き
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
「
若
鮎
ま
つ
り
」
で
一
番
心

に
響
い
た
の
が
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
パ
レ
ー
ド

で
す
。
私
の
地
元
は
寒
河
江
市
で
、
毎
年

９
月
15
日
に
は
「
寒
河
江
ま
つ
り
」
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
寒
河
江
ま
つ
り
で
は
、
お

囃
子
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
実
際
に
お
神
輿
を
か
つ
い
だ
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
ワ
ッ
シ
ョ

イ
パ
レ
ー
ド
で
は
、
初
の
担
ぎ
手
に
挑
戦
！

そ
し
て
後
半
に
は
お
神
輿
の
上
へ
。 

　
眺
め
は
最
高
で
す
が
、
つ
か
ま
る
所
が

柱
１
本
と
不
安
定
で
、
も
う
振
り
落
と
さ

れ
な
い
よ
う
に
必
死
で
し
た
！ 

お
神
輿

か
ら
降
り
た
あ
と
は
、
汗
だ
く
の
中
、
足

が
ガ
ク
ガ
ク
で
腰
も
腕
も
全
身
が
痛
か
っ

た
で
す
。
ま
だ
ま
だ
修
行
が
足
り
な
い
よ

う
で
す
。 

　
そ
し
て
体
力
回
復
の
た
め
、
ア
ユ
の
塩

焼
き
・
田
楽
・
鮎
御
飯
を
お
な
か
い
っ
ぱ

い
頂
き
ま
し
た
！ 

ご
ち
そ
う
さ
ま
で
す
。 

　
今
回
で
こ
の
ミ
ス
若
鮎
通
信
も
最
後
に

な
り
ま
す
。
毎
回
読
ん
で
下
さ
っ
た
皆
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

こ
れ
か
ら
も
小
国
川
の
鮎
の
よ
う
に
、
人

生
の
中
を
勢
い
よ
く
泳
ぎ
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
！ 

ま
た
ど
こ
か
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
！ 

 

通信通信  通信  

総務課　No.258
10月のかもしかクラブ 

・舟形保育所 

・長沢保育所 

・南部保育所 

12日（木） 

18日（水） 

10日（火） 

８月２日～９月１日届出分 

長者原 

木　友 

えんじゅ荘 

大　平 

舟形３ 

89（勝　男） 
81（重次郎） 
85（本　人） 
84（　守　） 
91（紀　義） 

相馬　貞雄 
小玉スワ子 
大場ミヅエ 
高山マサ子 
武藤ハルノ 

□おくやみ申し上げます （世帯主） ◆ 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,269人 

：3,428人 

：6,690人 

：1,906世帯 

（＋５） 

（＋２） 

（＋７） 

（＋２） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男性　2,618人 
女性　2,831人 計5,449人 

(9／２現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

8
31

 

長沢３ 

紫　山 

長沢１ 

堀　内 

高橋　璃来 

八鍬　藍梨 

叶内　勇騎 

加藤　優奈 

　　　瑠夏 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

りら 

あいり 

ゆうき 

ゆな 

るな 

佑太朗 
礼　奈 

□お誕生おめでとう ◆ 

宗　幸 
瞳 

昌　樹 
弥　生 

尚　志 
郁　子 

□ご結婚おめでとう ◆ 

経壇原 

新庄市 

 

堀　内 

新庄市 

大場　　誠 
 
 

成澤　勝也 
（竹田）咲子 

 

（佐藤）紗耶香 

Vol.71Vol.71

秋の交通安全県民運動 

１、夕暮れ時と夜間の歩行中の交通事故防止 
　歩行者は明るい服装と夜光反射材の着用により、夕暮れ時と夜間の事故防止を図りましょう。 
　運転者は「早め点灯運転」と「歩行者・自転車注意減速運転」に努めましょう。 

２、交差点、道路横断時の交通事故防止 
　歩行者は「しっかり止まって、はっきり確認」を守り、飛び出しは絶対にやめましょう。 
　夕暮れ時や雨の日は特に発見遅れの事故が多発しています。運転者は速度を落とし前をよく見て 
　運転しましょう。 

３、シートベルトの正しい着用の徹底 
　運転者はもとより、助手席・後部座席の同乗者もしっかりシートベルトを着用しましょう。 
　シートベルト着用せずに亡くなった方の半数は、着用していれば助かったと思われます。 

　※福岡市で幼児３人が死亡する痛ましい交通事故が発生しました。皆さん安全運転により一層心がけましょう。 

日没が早まる秋以降は、夕暮れ時から夜間にかけて交通事故が多発します。 
県民一人ひとりの交通安全の意識が交通事故を防止します。 

実施期間　　９月21日(木)～９月30日(土)

    

　
今
回
の
テ
ー
マ
は 

【
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
】で
す
。 

　
最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
こ
の
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
一
度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
カ

タ
カ
ナ
の
難
し
い
名
前
で
す
が
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

と
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

　 　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
… 

        

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
そ
れ
は
・
・
・
・
「
肥
満
気
味
」
「
少
し
血
圧
が
高
め
」
「
少

し
血
糖
値
が
高
め
」
「
少
し
中
性
脂
肪
が
高
め
」
「
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
低
め
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
が
そ
れ
ほ
ど
高
く

な
く
て
も
、
こ
れ
ら
の
危
険
因
子
が
重
な
り
合
う
と
動
脈
硬
化
の

危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。 

　
つ
ま
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
動
脈
硬
化
（
か
ら

だ
の
各
部
へ
血
液
を
運
ぶ
動
脈
が
、
か

た
く
・
も
ろ
く
な
っ
た
り
つ
ま
っ
た
り

す
る
こ
と
）
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
し

ま
す
。
動
脈
硬
化
に
な
る
と
日
本
人
の

死
因
の
第
二
位
で
あ
る
心
臓
病
（
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
・
心
不
全

な
ど
）
や
第
三
位
で
あ
る
脳
卒
中
（
脳
出
血
、
脳
梗
塞
、
く
も
膜

下
出
血
な
ど
）
へ
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
昨
年
度
（
17
年
度
）
の
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
で
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
指

数
が
25
以
上
の
人
で
血
清
脂
質
、
血
圧
、
血
糖
値
（
基
準
値
は
図

一
参
照
）
の
二
つ
以
上
チ
ェ
ッ
ク
が
つ
い
た
人
は
、 

受
診
者
１
，３
２
５
名
中
１
０
９
名
い
ま
し
た
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
場
合
、
肥
満
の
基
準
が
Ｂ
Ｍ
Ｉ
指
数
で
は
な
く

ウ
エ
ス
ト
周
囲
径
で
あ
る
た
め
、
こ
の
度
の
１
０
９
名
は
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
か
な
り
深
刻
に
受
け

止
め
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

　
※
今
年
度
の
人
間
ド
ッ
ク
か
ら
は
腹
囲
測
定
が
入
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
引
き
起
こ

す
の
は
不
健
康
な
食
生
活
と
運
動
不
足
な
ど
の
生
活
習
慣
で
す
。

　
動
脈
硬
化
に
な
る
前
に
生
活
習
慣
を
改
善
し
内
臓
脂
肪
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。 

  

（
寒
河
江
市
） 

内蔵脂肪型肥満 

血清脂質 

＋ 

「内蔵脂肪型肥満」プラス 

下記の２つ以上の項目が当てはまると 

図1．メタボリックシンドローム基準 

メタボリックシンドロームです。 

ウエスト周囲径 

中性脂肪（トリグリセレド）値 

HDLコレステロール値 

内蔵脂肪面積が男女とも100�以上に相当 

男性　85㎝以上 
女性　90㎝以上 

150㎎/d L以上 

40㎎/d L以下 

血　　圧 
収縮期（最高）血圧値 

拡張期（最低）血圧値 

130㎜Hg以上 

85㎜Hg以上 

 血糖値 

空腹時血糖値 110㎎d L以上 

やせやせ 

正常域正常域 

肥満肥満 

やせやせ 

正常域正常域 

肥満肥満 

やせ 

正常域 

肥満 

30

110

115

120

125

130

135

140

145

150

165

160

165

170

175

180

185

190

195

200
身長（㎝） 

体重（㎏） 
35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100

BM I･25.0

BM I･22
BM I･18.5

参考：BMI基準値 
BMI＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ） 
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若
鮎
ま
つ
り
で
恒
例
と
な
り
ま
し

た
ワ
ッ
シ
ョ
イ
パ
レ
ー
ド
。
若
く
、

熱
い
、
威
勢
の
い
い
担
ぎ
手
た
ち
が

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
い
ま
す

が
、
若
い
力
っ
て
い
い
で
す
ね
。
活

力
に
溢
れ
て
い
る
と
い
う
か
、
力
強

さ
を
感
じ
る
と
い
う
か
、
と
に
か
く

格
好
い
い
で
す
。 

　
当
日
、
集
ま
っ
て
く
れ
た
担
ぎ
手

は
２
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
舟

形
町
に
も
ま
だ
ま
だ
若
い
力
は
残
っ

て
い
る
ん
で
す
。
神
輿
で
蘇
ら
せ
た

熱
い
魂
を
、
次
は
地
域
の
活
動
に
向

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

　
若
い
力
が
元
気
で
こ
そ
地
域
が
元

気
! !
今
の
若
い
皆
さ
ん
に
は
そ
の
元

気
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
） 

あとがき 
postscript

　
堀
内
地
区
で
は
近
年
、
伝
統
文
化
の
保
存
活
動
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
お
り
、
中
で
も
堀
内
田
植
え
踊
り
は
年
６
回
も
ス

テ
ー
ジ
に
立
つ
な
ど
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
堀
内

田
植
え
踊
り
は
２
０
０
年
ほ
ど
前
、
最
上
川
を
下
る
船
頭
が
、

堀
内
地
区
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
伝
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
歴

史
あ
る
踊
り
で
す
が
、
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
に
よ
り
40
年

程
す
っ
か
り
姿
を
消
し
て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
５
年
前
伝
統
を
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
と
地
域

の
人
々
が
立
ち
上
が
り
、
田
植
え
踊
り
の
復
活
に
動
き
出
し

た
の
で
す
。
田
植
え
踊
り
は
６
人
の
踊
り
手
と
三
味
線
や
太

鼓
、
鐘
な
ど
の
演
奏
で
踊
り
ま
す
。
当
初
は
若
い
踊
り
手
は

全
く
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
苦
労
の
甲
斐
あ
っ
て
今
で
は
８

名
の
踊
り
手
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
早
苗
」
と
呼

ば
れ
る
後
の
踊
り
手
も
新
た
に
加
え
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま

す
。 

　
そ
ん
な
さ
な
か
の
平
成
15
年
、
県
民
総
参
加
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
皇
太
子
御
夫
妻
を
お
招
き
し
、

山
形
県
全
市
町
村
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
「
第
18
回
国
民
文

化
祭
」
で
す
。
堀
内
田
植
え
踊
り
は
舟
形
町
の
会
場
で
は
な

く
、
地
域
を
代
表
し
た
伝
統
芸
能
の
み
が
出
演
で
き
る
山
形

市
の
メ
イ
ン
会
場
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
の
で
す
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
田
植
え
踊
り
は
一
気
に
知
名
度
を
上
げ
ま

し
た
。
若
鮎
ま
つ
り
や
町
文
化
祭
、
地
区
敬
老
会
な
ど
に
出

演
。
堀
内
小
学
校
に
お
い
て
は
県
の
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
な
ど
へ
も
相
次
い
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
堀
内
田
植
え

踊
り
は
確
実
に
活
動
範
囲
を
広
げ
、
最
上
管
内
の
代
表
的
な

踊
り
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。 

 
 

この紙は再生紙を使用しています 

『 

堀
内
伝
承
文
化
保
存
会 

』 

シリーズ　地域のちから その� 
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